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国富町には、国指定史跡である「本庄古墳群」を始めとする史跡があり、古

くから文化が栄えていたことが知られ、また、昭和58年度の遺跡分布調査でも

数々の埋蔵文化財包蔵地が確認されています。その一方、国富町では今後、宮

崎市の近郊の町としての開発が進められていくものと予想されます。そのよう

な中で、諸開発によりやむなく失われていく貴重な埋蔵文化財は、発掘調査に

よって記録保存 していかなければなりません。

本書は、塚原地区における工業団地の開発事業に伴って行われた事前発掘調

査の報告書 (第 6集)です。この調査の結果、国富町で始めて、弥生時代から

古墳時代にかけての環溝集落が確認され、貴重な資料を得ることができました。

本書が、埋蔵文化財の保護の認識と学術的研究に役立つことを期待 します。

なお、調査にあったってご指導、ご教示いただいた各先生方および宮崎県文

化課職員の方々、関係機関の方々、発掘現場の作業に従事していただいた皆さ

んに深 く感謝申し上げます。

平成 8年 3月

国富町教育委員会

国富町教育長 三原正生



例   言

1.本書は、国富町塚原地区における塚原工業団地建設に伴い平成 2年に実施 し

た塚原遺跡の発掘調査のうち、東原A・ B・ CeD地 点の調査報告書である。

2.調査組織は次のとおりである。

調査主体  国富町教育委員会

教 育 長    上杉 哲夫

社会教育課長補佐 川越 昌男

文化係長     久保田 悟

文化係主事    新名 祐史 (調査担 S/1)

調査協力  宮崎県教育庁文化課

調査参加者 

3.本書の執筆、編集は国富町文化係主事新名祐史が行った。

4.遺物の実測、製図は新名祐史と富山典明が行った。
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一弟 はじめに

【第 1節 調査に至る経緯】

塚原工業団地造成は、昭和 51年 (1976年 )と 昭和 61年 (1981年 )に

策定された第二次総合計画、国土利用計画並びに第二次県総合長期計画に基づく新

たな工業団地の確保のために計画された。その内容は、宮崎市花ケ島町で操業 して

いた協同日之出産業株式会社の工事用地及び塚原の既存企業であった協同紙工株式

会社の工場増設の用地確保のために、協同紙工の隣接地約 27, 903ヘ クタール

を造成するというものであった。

当造成地は昭和 58年度 (1983年 度)に国富町で行った国富町内遺跡詳細分
布調査で確認された、「塚原遺跡」 (遺跡番号1402)の範囲内に含まれていた。そ

こで、国富町土地開発公社、県文化課および国富町教育委員会の間で埋蔵文化財の

保護についての協議を行い、事業施工上で現状保存が困難部分、特に建築物の建設

予定地の範囲について緊急調査 0記録保存の措置をとることになった。

緊急発掘調査は、町教育委員会が調査主体となり、平成 2年 5月 9日 から9月 1

4日 の間、国富町社会教育課主事新名祐史を担当として、調査日数 98日 をかけて

行われた。その結果、住居跡、V字溝、土坑墓などの遺構や、多量の上器などの遺

物が発見された。

【第 2節 遺跡の位置と歴史的環境】

塚原遺跡は、東諸県郡国富町大字木脇の字岸田・田名から大字塚原字西ノ免 0東

原にかけてに広がっている縄文～古墳時代の散布地である。

国富町は、宮崎県の中央部よりやや南東部、九州山脈の支脈が台地となって裾を

土早
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延ばすところに位置する。北西から南東に流れる北俣川、三名川、深年川、後川、

北俣川は本庄、八代、六野原、高田原、塚原などの台地面を開析しつつ、大淀川の

支流である本庄川に流れ込む。その流域には、肥沃な耕地がひらけている。町の境

界は、東が宮崎市、西は綾町、南は高岡町、北は西都市に接している。

国富町の中心部は、深年川と本庄川に挟まれた標高 40～ 50mの低位段丘面で

ある本庄台地上に所在する。

本書で報告する塚原遺跡東原AOB・ CeD各 地区は、その本庄台地から東に約

2 km、 北東の県道宮崎 0須木線と南西の本庄川と三名川の合流点にはさまれた標高

35～ 40mほ どの丘陵地である塚原台地上の東縁に位置する。塚原台地は昭和 1

1年に県指定された「木脇 (村)古墳」の第 1～ 12号墳が台地の南西から南の縁

に沿って並んでいる史跡地として知られており、第 12号墳は今回調査対象となっ

た東原 F地区内にある。

次に遺跡周辺である岩知野 0塚原・木脇地区に所在する周知の遺跡の概要を挙げ

る。

岩知野地区

①木脇古墳群 (大字岩知野字松本 )

②上岩知野遺跡 (大字岩知野字松元 0

古墳時代/古墳群 (円墳 2基/Ell和 17年

県指定 )

中村 )

縄文 0弥生・古墳 0中世 。近世/集落跡

一部県教育委員会により調査

塚原地区

・東原 )③木脇古墳群 (大字塚原字西ノ免

(円墳 12基 。前方後円古墳時代/古墳群

墳 1基/昭和 17年県指定 )

④塚原遺跡 (大字木脇字彼岸田・田名 大字塚原字西ノ免 。東原 )

縄文・弥生・古墳/散布地

-2-



木脇地区

⑤木脇古墳群 (大字木脇字前田) 古墳時代/古墳群 (横穴墓 2基/昭和 17

年県指定 )

⑥木脇城跡 (大字木脇字木ノ峯)  中世城跡

⑦木脇遺跡 (大字木脇字上ノ原 0荒牧・深坪 )

弥生・古墳/散布地

③上之原遺跡 (大字木脇字上ノ原) 中世/散布地

⑨井出口遺跡 (大字木脇字松元 0火焼 。井出上 )

縄文・弥生・古墳 0中世/散布地

⑩松元遺跡 (大字木脇字松元)  散布地

-3-
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第 1図 岩知野・塚原・木脇地区遺跡分布図 (S=1/15,000)
参考文献『東九州自動車道関連遺跡詳細分布調査報告書 (西都～清武間)』

宮崎県教育委員会 1992
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第 2図  遺跡周辺地形図 (1/1,500)
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【第 3節 調査の概要】

今回の塚原工業団地造成は、丘陵上の東端から東南端にかけて約 19.6 haにか

かかり、この範囲内で、建造物の建設予定の範囲となる 12, 950ピ に対 して平

成 2年 5月 9日 から9月 14日 までの期間で発掘調査を行った。

当調査地は、協同紙工の東から南側にかけて L字型に広がる畑地と荒蕪地からな

り、小支谷や平坦面の高低差からおおまかに 6区画に分割できた。それぞれの区画

には、北東部を起点として南西部に向けてA・ B・ COD・ E・ Fと 地区名をつけ

た。このうち今回報告するA・ B・ C・ D各地区は対象区の東部地区である。A地

区は調査区北端で南にゆるく下る狭い斜面地であり、 B地区は浅い小支谷であった

ところに土が堆積 し、隣接地よリー段低い畑地となっていた。D地区はより深い小

支谷であり、 C地区は南北の小支谷に挟まれた丘陵東縁の平坦部となっていた。

調査はグリッド法により、各地区ごとに 10× 10mの メッシュに区画し、北東

端を起点に、南北軸をアルファベット、東西軸を算用数字をもって標記 した。

当調査地の平坦部分は、長年に渡り耕作地として利用されてきたため、アカホャ

直上からアカホヤ層にかけて耕作により攪乱されている部分が多かった。表土 (耕

作土)剥 ぎは、重機によって行い、その後、人力により遺構検出面であるアカホヤ

露呈面まで掘り下げた。時間的制約のために、遺構の実測は、航空測量に委託する

こととなり、遺構の検出作業と遺物の検出・取り上げを主眼においた調査にならざ

るをえなかった。

【第 4節 層 序】

調査区においてみられる基本的な層序は、上層から、

第 I層・表土 (耕作土)、 第Ⅱ層・アカホヤ火山灰、第Ⅲ層 0シ ル ト質黒褐色土

第Ⅳ層・ シル ト質茶褐色土、第V層・砂質黄褐色土

である。

アカホヤ火山灰層から下層の層序については、塚原D地区のV字溝状遺構検出断面

及び塚原 F地区で検出した地下式横穴墓での観察をもとにしている。調査区内では

開墾や耕作地の造成時に削平されている箇所もあった。

-6-



D地点全体図 (1/600)第 3図 塚原遺跡 東原 B

(1マ ス 10× 10m)



一昴 ll 土早 東原 A地点

東原A地点は、北部から南のB地点の谷間に向けて南向きに緩やかに傾斜 してい

たが、畑の造成時に削平や盛上によって平坦地とされていた。

A地点では遺構は検出されなかった。また、出土 した遺物も弥生土器と思われる

土器小片 1点だけであった。

一弟 lll 土早 東原 B地点

【第 1節 V字溝跡】

調査区の 2-c区 から2-e区 にかけて、アカホヤの露呈面に長さ20mに わた

りV字断面の溝状遺構 (SE-1)が 検出された。遺構は、北に向けて張り出すよ

うな形でカーブを描いており、西から東に向けて低 くなっている。調査区内で最も

低い東端地点に集中するように、弥生時代中期から古墳時代にかけてのものと思わ

れる多 くの土器片が出土したが、小片が多 く、特徴が見極められるものは一部で、

さらに反転復元できたものはごくわずかであった。アカホヤ面での遺構の幅は 12

0～ 1 8 0 clllで ある。

【第 2節 遺 物】

東原 B地点のV字溝跡からは、以下の土器片が出土 している。

1～ 11013～ 28031033036は 甕形土器と思われる、日縁部を有する土器片であ

る。

1～ 10は 日縁部の下位に一条の刻目突帯をめぐらせている。刻目は左右両方向か

ら丁寧に切り取られており、弥生時代中期後半に比定される「下城式」系の上器の

-8-
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特徴を持つ。 809010に は日縁部にも刻みがみられる。 1・ 2030608・ 9

◆10は胴部から回縁部にかけてはほぼ直線状に立ち上がっている直行日縁であるが、

4・ 5は、日縁部がわずかに外反 している。 1は 日唇部が丸みを帯びている。 3・

40509は 回唇部の外端部が若干張り出している。 6は逆に内端部が張り出し、

7は 口唇部がわずかにくばんで外端・内端ともに張り出している。

11は、ほぼ平坦で水平な逆 L字口縁の下に 1条の刻み目突帯がめぐらされている。

口唇部はややくばむ。

13～ 28・ 31033は 、頸部から口縁が「く」の字形に外反 しつつ短 くのびている甕

形土器である。細かな部分の特徴や大きさを考慮せず、日縁部の特徴のみで大まか

に分類すると、以下のようになる。

①類 口径が胴部の最大径より大きく、日縁部がゆるやかに外反するもの (13023

・ 24・ 27036)

②類 口径が胴部の最大径より大きく、日縁部が「へ」の字に屈曲するもの (140

16017・ 18・ 19020・ 21022)

③類 口径が胴部の最大径より小さく、日縁部がゆるやかに外反するもの (28)

④類 口径が胴部の最大径より小さく、回縁部が「へ」の字に屈曲するもの

(15025・ 26033)

また、19・ 20021は 、薄手で、日縁部が「へJの字に屈曲しており、日唇部にく

ばみがある。胴部にはタテハケメがほどこされている。

23は薄手の小型甕である。

25は、屈曲部が「く」の字に曲がりながら、日縁下部が肥厚する。

28は口唇部が若干 くばんでいる。

33は、「く」の字の屈曲部の下部に指先をおしつけた圧痕が 3～ 4 cm間隔でめぐ

らされている。

12・ 29～ 32、 34035は壺形上器と思われる、回縁部を有する土器片である。

12は鋤先状を呈する日縁部であり、日唇部下端が肥厚 している。

29・ 30◆ 31・ 32は直立気味にやや開く口縁部をもつ短頸壺である。29030032は

口唇部が丸みをおびている。31は やや開きが大きく、日唇部もやや狭 くなり、やや

平坦である。

34035は頸部で強く屈曲し、やや外反する国縁部。
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第 6図  東原 B地点 出土土器実測図  (2)
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第 7図  東原 B地点 出土土器実測図 6)
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37は小型の壺で、頸部が「く」の字に屈曲し、日縁部はわずかに外傾 しつつ、直

線状に立ち上がっている。底部を欠いているが、器型から丸底壺と思われる。

38は頸部が内傾する無頸壺である。

39・ 40041042043は 複合口縁壺である。39と 42は風化のために調整が不明瞭で

あるが、40041・ 43は 日縁部外面に櫛描波状文が施されている。

また、39は 日縁部がほぼ直立するが、40～43は 「く」の字に内傾している。400

41043は 42よ り強く内傾 している。

44045は高不の回縁部である。45は、脚部から杯部が内湾気味に立ち上がり、途

中で段をもって外反 しながら屈曲している。調整は丁寧なミガキである。

46は浅めの鉢形土器で、日縁部はまっすぐに立ち上がっている。

47～ 51は胴部で、それぞれ二条、三条の突帯がみられる。

52は薄手の甕形土器の頸部から胴部と思われる。

53は、頸部に五条の沈線、その下部に櫛描波状文が施されている。

54は、縦方向のヘラ描線刻が施されている。

55は、壺の日縁～頸～胴部で、強く屈曲した頸部と胴部の境に断面が三角形の一

条の突帯がめぐる。

56は、日縁部が直立し、途中から外反するタイプの長胴の甕形土器と思われる。

57は壺形土器の肩部、58は、最大径が胴部中位よりやや上方にある壺形土器の胴

部である。

59～ 67は底部である。59～ 62・ 64～ 67は甕形土器、63の みが壺形土器の底部と思

われる。

59・ 67は底部と胴部の境目が明瞭でなく、胴部の立ち上がりが急峻である。ほぼ

平底を呈する。

63・ 64は底部と胴部の境目が明瞭だがヽ外反せず、平底を呈する。

60061063066は 底部と胴部の境目が明瞭で、外反 し、平底を呈する。

62は底部と胴部の境目が明瞭で、外反し、わずかに上げ底を呈している。
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0                                        10cm

第 10図  東原 B地点 出土土器実測図 総)

-17-



O                                      iOcm

F F~~1~~「 T,「 ~「 ■下 ~コ :「¬ =rl~=11-|

第 11図  東原 B地点 出土土器実測図  (7)

-18-



一昴 iV土早 東原 C地点

【第 1節 住居跡群と遺物】

東原 C地点では耕作地の造成時にほとんどアカホヤ直上の層まで攪乱を受けてい

たため、いずれの遺構の検出もアカホヤ層上面まで掘り下げて輪郭を確認せざるを

得なかった。

その結果検出した 8軒の竪穴住居跡、V字溝、土墳について、以下、遺構別に報

告する。また、時期不明の浅い溝状遺構、直線状に並び住居プランを示さない柱穴、

2列にほぼ等間隔に並んだイモ穴なども検出されたが、近年のものと判断し、報告

では触れなかった。

1号竪穴住居 (SA-1)

調査区北部の d-304グ リッドにかけて検出された。住居の東部約 3分の 1近

くが攪乱を受けているが、 2本柱の方形プラン住居跡と推定される。南北辺は 3.

35m、 等高線に平行する 2本の柱穴間の距離は 1.35mで ある。柱穴間の南壁

際には長径 7 0cm、 短径 6 0cm、 深さ約 2 0cmの 土墳が設けられている。

少量出土した土器片はいずれも図化にたえない小片であった。

2号竪穴住居 (SA-2)

西部の d-5・ 6、 e-5・ 6グ リッドにかけて検出されたもので、南西辺の長

さ6.7mを 測る。あまり良好な検出状態ではなかったものの、方形を基調とした

プランの住居跡と思われる。住居の北東側は半分以上が削平されており、輪郭の検

出不能であった。また、南西に隣接する 3号住居跡との境目も不明瞭なため、整合

性のあるプランが描けなかった。柱穴は中央付近に 4本検出されたが、等高線に平

行する 2本柱を基本としたものと思われる。

遺物の出土は東原 C地区の住居跡の中でも特に多かったが、床面に達する攪乱も

あるため、遺物の出土状態は安定 したものではない。
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第12図  東原 C地点  1号竪穴式住居 (SA-1)実 測図 (S=1/50)
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第15図  東原 C地点
2号竪穴式住居出土土器片実測図 (劾29
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6は 2条の刻目突帯を有する甕形土器の胴部である。

7～ 18はいずれも拡張部に櫛描波状文を施 した二重口縁壺の回縁部であり、日縁

反転部には明瞭な稜が見られる。 9～ 14の二重回縁部が直立するのに対 して、15・

16(・ 17)は 内傾 しており、時期的なずれが見られる。

3・ 4・ 20～22は頸部が強く「く」の字に屈曲している壺形土器あるいは不の回

縁部である。

19の 日縁部は、おそらく甕形土器のもので、ほぼ直線状にのびている。

23は壺形土器の胴部である。

24・ 25は壺形土器の底部、26027は 甕形土器の底部である。いずれも平底である

が、27は若千 レンズ状の様相を帯びている。

28は、長胴甕で、平底である。

29・ 30は壺形土器の胴部～底部である。29は最大径を胴部上方にもち、肩部がは

っている。30は最大径を胴部中程にもつ。

31は平底で急峻に立ち上がる甕形土器であるが、底部に直径 5 11unの穴が穿たれて

いる。

32～37は高不の回縁部～杯部である。35036037は 、杯下半部が内彎 しながら開

き、日縁部が稜をもって外反 している。

38は高不の杯部と脚部の接続部分である。

39041は ゆるやかに外反しながら「ハ」の字に開く高不の脚部、40は直線状に立

つ円柱状の脚部が裾部で外反 して「ハ」の字に開く高不の脚部である。39は直径 7.

5 11unの円形透かし孔を有する。

3号竪穴住居 (SA-3)

e-6グ リッドから検出された。東西径 3.65m、 南北径 3.3mの 不整円形

プランである。住居のほぼ中央にある長径 1.lmの 堀り込みの中に 2本の主柱穴

があり、壁際には 0.本の柱本がゆぐる、甲形住居の典型を示 している。

3号住居の出土遺物は少量であったが、他の住居の遺物には見られない特徴を示

す土器片が出土しており、住居のプランと合わせて考えても、時期的に他の住居よ

り先行する時代のものと思われる。
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第18図  東原 C地点 3号竪穴式住居 (SA-3)実 測図 (S=1/50)

-27-



L

ヽ
ヽ

             、
、

第 19図  東原 C地点  3号 竪穴式住居出土土器片実測図

第 20図  東原 C地点  5号 竪穴式住居出土土器片実測図
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42は 日径を最大径とする甕形土器で、日縁部は「く」の字に強く屈曲し、内側へ

の張り出しがみられる。43も甕形土器で、日縁部が内外にT字型に伸び、その下部

に刻目突帯がめぐっている。44は壺形土器の頸部直下の胴部で、刻目のない 3条の

三角断面の突帯がめぐらされている。42・ 43044と もに、本遺跡の遺物の中でも古

い様相を示 しているものと思われる。

45は甕形土器の底部で、平底である。

4号竪穴住居 (SA-4)

e-6・ 7グ リッドにかけて検出された。

る、ほぼ正方形のプランである。主柱穴は 4

間の距離はそれぞれ 2.45m02.2m・

遺構の遺存状態は比較的良好であったが、

東西辺 5.Om、 南北辺 4.9mを 測

本であり、四隅に配されている。柱穴

2.25m・ 2.lmで ある。

遺物の出土は見られなかった。

5号竪穴住居 (SA-5)

e-7グ リッドから検出された。東西辺 4.Om、 南北辺 5.Omを 測る。

北隣の 4号住居が明確な 4本柱穴を示 しているのに対 して、大小 14本の柱穴が

検出され、主柱穴が判然としない。むしろ、方形プランの住居の柱穴というよりは、

3号住居址の柱穴と同様に、円形プランの中央の堀り込みの中に 2本の主柱穴を設

け、壁際に円周を描 くように配 した柱穴のような印象を受ける。あるいは、円形プ

ランの住居址をすっぽり覆うようにして方形プランの住居址が作 られたのかも知れ

ない。

遺物の出土はごく少量であったが、東原 A・ Bec.D地 区の出土遺物の中でも

ただ 1点 となる、46の壺形土器の鋤先状口縁部が出土 している。口縁端部に刻線文、

日縁平坦面上に長径 1.8 clllの 円形浮文を貼付する。弥生時代中期後葉～後期初頭

の遺物と考えられる。

47は甕形土器の底部であり、平底である。
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4号竪穴式住居 (SA-4)実 測図 (S=1/50)
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第21図 東原 C地点
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5号竪穴式住居 (SA-5)実 測図 (S=1/50)
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第22図 東原 C地点



6号竪穴住居 (SA-6)

c-5・ 6グ リッドにかけて検出された。プランは隅丸方形であり不整合だが、

東西軸約 3.9m、 南北軸約 4.3mを 測る。住居規模からして 2本柱と思われる
のだが、住居西壁側に集中して 3本の柱穴が検出されたのみである。

上部がかなり削平を受けているため、遺存状態はけっして良好ではなかったが、

土器の出土量は、東原 C地区の住居址では 2号住居址と並んで多かった。

48は いわゆる「下城式」の甕形土器の口縁部である。49～ 52は甕形土器の口縁部

で、49は、刻み目を有する逆 L字状口縁の直下に、二条の刻目突帯が施される。

53は短頸壺の口縁部、54は壺形土器の日縁部である。

55は壺形土器の胴部、56・ 60は壺形土器の底部。

57～ 59・ 61は甕形土器の底部である。57は上げ底気味、58は上底で、59061は平

底である。62は壺形土器の底部で平底である。

63は長胴甕である。

64～69は高不の口縁部、71～ 74・ 76は高琢あるいは器台の脚部、75077～ 79は器

台の脚部である。いずれもゆるやかに外反 し、脚部が「ハ」の字に開く。また、77

は 4か所に直径 1 l llunの 、78も 4か所に直径 1211mの 、79は確認されたのは 1個の

みだが直径 1 2 11ullの 円形透かし孔が、それぞれ脚部下方に開けられている。

7号竪穴住居 (SA一 了)

b-7・ 8グ リッドより検出された。隅丸方形プランで、東西軸 5。 lm、 南北

軸 4.3mを 測る。柱穴は 2本検出し、柱穴間の距離は2.lm。 また、柱穴間の

南寄りに長径 8 0 oll、 短径 6 0 cmt深さ約 5 0cmの 上墳が設けられている。

一遺物・は出土tて いない6~‐ ~~~‐ ―
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第23図  東原 C地点 6号竪穴式住居 (SA-6)実 測図 (S=1/50)
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第28図 東原 C地点 7号竪穴式住居 (SA-7)実 測図 (S=1/50)
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8号竪穴住居 (SA-8)

b-7・ 8、 c-7・ 8グ リッドにかけて検出された。南北辺約 5.8mを 測る

が、東側は 1号溝状遺構によって切り込まれている。切り込まれた縁までの東西辺

(南辺)は約 5.3mで ある。中央やや西寄りに 3本の柱穴が重なりあうように検

出されたが、これを主柱穴 1本にまとめられるものとして、それに対応して東側、

おそらくは 1号溝に切り込まれた部分に、もう片方の主柱穴があったのではないか

と推測される。

80～ 85は 「下城式」の甕形土器の回縁～胴部である。81は やや外反気味で、日唇

部の外端部が若千張り出している。

86も二条の刻目突帯のある胴部だが、M字に近い断面の刻目突帯があり、刻目も

浅 く、「下城式」の上器とは印象が異なる。

87は、外反 し、日唇部が丸みをおびる日縁部である。

【第 2節 V字溝状遺構】

1号 V字溝 (SE-1)

1号 V字溝は、 C地点西部のb-6～ b-7グ リッドにかけて北東から南西方向

ヘカーブを描 く周溝である。検出面での幅約 1.0～ 1.2m、 深さ約 0, 8～ 0,

9mを測る。

遺物88～90は 「下城式」の甕形土器の口縁部である。90はやや外反気味で、日唇

部の外端部が若千張り出すタイプ。

91は大型の壺形土器の平底の底部である。

2号 V宇溝 (SE-2)

幅 3.lmの ブリッジ部により 1号 V字溝と分断されているが、 1号 と 2号でひ

と続きのV字溝遺構とみなしてさしつかえないものと思われる。

7号竪穴住居と 8号竪穴住居に挟まれ、そこから南東方向にb-7か らa-9グ

リッドにかけて、円周状のカーブを描きながら調査区外に伸びている。検出面での

幅は約 1, 5～ 1.8m、 深さは約 1, Omで ある。

-39-



8号竪穴式住居 (SA-8)実 測図 (S=1/50)
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第29図 東原 C地点
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遺物も 1号溝と同時期と思われるものが出土 している。

92～ 102は回唇部やその下部に一条あるいは二条の刻目突帯をめぐらせた甕形土

器の日縁部である。胴部に縦方向あるいは斜め方向のハケロ調整が見られる。日唇

部に刻目突帯があるなど、若千印象が異なるものの、「下城式」系統のものと思わ

れる。

103は逆 L字型の甕形土器の回縁部である。

1040105は平底を呈する壺形土器の底部で、104は胴部と底部の境に段を持っ

ている。105は タマネギ形の胴部と思われる。

106は甕形土器の底部であり、1同部のたちあがりが急峻で上底を呈 している。

【第 3節 土壌】

1号土壌 (SC-1)

1号土墳はb-809グ リッドにかけて検出された。 2号溝に切り込んで設けら

れている、直径 1.25m、 深さ 1.35mの 土墳であり、さらに直径約 8.Om

深さ2, 2m以上の極めて大型で、かなり後世のものと思われる時期不明の円形の

落ち込みによって半分近 くを切り込まれている。

107～ H4・ H8は甕形土器、115～ 117・ 119～122は壺形土器の口縁部ある

いは頸部である。

107・ 108・ 109は 「下城式」の甕形土器の口縁部である。

110は甕形土器の水平方向にのびる逆「L」 字形口縁部である。内側にやや張り

出し、日唇部は凹気味である。

111は ほぼ横に向かって外反する日縁部で、日縁端部が肥厚 している。

2号土壌 (SC-2)

b-8グ リッドにおいて、 7号住居の南東部に隣接 して検出された。長径 2.0

m、 短径 1.8m、 深さ 1, 4mを測る。

出土遺物は比較的多い。112～ 1140118は甕形土器、115～ 117・ H9～ 122

は壺形土器の回縁部あるいは頸部である。
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112は外反 した日縁部の直下に刻み目突帯を有する、いわゆる「中溝式」の甕形

土器の口縁部である。

116・ 117は頸部が強く「く」の字に屈曲する壷形土器の日縁部である。

119は直立する拡張部に櫛描波状文を施 した二重回縁壺の回縁部である。

120・ 122は、頸部が内彎ぎみに内傾 しながら、日縁が「く」の字に屈曲する壺

形土器である。。

121は 「く」の字に内傾する複合口縁壺。

12301240128は 壺形土器の底部、125～ 1270129は 胴部が急峻にたちあがる
甕形土器の底部である。1250126・ 129は上底気味、他は平底である。125 0127

・ 129の底部は外方に張り出している。

130は高不の脚部である。垂直に立ち上がる脚部が、脚裾部で急に広がっている。

【第 4節 遺構を伴わない遺物】

以下は、いずれも、遺構に伴わず、表土、あるいはアカホヤ直上層から出土 した

遺物である。

131～135は甕形土器の回縁部である。131～ 133は 「下城式」の甕形土器の回

縁部である。

134は回縁部が内側に稜をもって水平方向に伸びて逆「L」 字をなし、回縁部直

下に 2条の三角突帯を有する。日縁の突帯は台形状をない、日唇が凹気味である。

135は日唇外縁が突帯状に張り出して、刻目がほどこされている。

136はおそらく大型の壺形土器の口縁部で、水平方向近くまで大きく外反 しつつ

口唇部はくばんでいる。

137～140は底部である。1380141は上底気味だが、その他は平底である。

141は底部が外方に張り出し、その直上でくびれている。

137・ 1380140は b-5グ リッドに出土 した手づくねのミニチュア土器で、137
・138は鉢形土器、139は甕形土器である。

139は小型の長胴甕である。
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第 V章 東原 D地点

【第 1節  V字溝跡】

D地点は、小支谷の地形がそのまま残されていた部分で、耕作地などの造成は行

われていなかった。斜面地ということもあり、遺構は残存していないものと思われ

たが、アカホヤと思われる火山灰堆積層の露呈面まで重機で掘り下げたところ、溝

状遺構の輪郭が検出され、それに伴う土器片が多 く出土した。遺構が谷状の斜面地

の深いところにあることや、調査時間などの制約から、遺構全体を完掘することは

できなかったが、東原 C地点の住居群が、北にあるB地点のV字溝と南のD地点の

V字溝で囲まれた集落であることが確認できた。

検出面におけるV字溝状遺構の幅は 2.2m、 深さは検出面より 1

る。

6mを はか

【第 2節 遺物】

1～ 19は、「く」の字形に外反しつつ短 くのびる甕形土器の回縁部である。 B地

区と同じく、日縁部の特徴のみで大まかな分類を試みると、以下のとおりである。

①類 口径が胴体の最大径より大きく、日縁部がゆるやかに大きく外反するもの

(7)

②類 口径が胴体の最大径より大きく、日縁部がゆるやかにわずかに外反するもの

(15)

③類 口径が1同体の最大径より大きく、日縁部が「へ」の字に屈曲するもの (1・

3～ 609～ 14・ 18019)

うち、 1は 日唇部に一条の線刻がめぐらされている。 3は 日唇内端部が若干張り

出している。 9・ 11・ 12・ 13は 回縁部が短 く、日唇部外端が若千張り出している。

14も El縁部が短いが、わずかに内彎 している。18も 回縁部が内彎気味で、回唇部に

凹みが見られる。

④類 口径が胴体の最大径より大きく、日縁部がわずかに屈曲するもの (16)

⑤類 口径がIIn体の最大径より小さく、日縁部が「へJの字に屈曲するもの (8・

17)
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V字溝状遺構 出土土器片実測図 (1)
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第 38図  東原 D地点



17は、日唇部が外端・内端とも張り出している。

20～33は突帯 (刻 目突帯)を有する甕形土器の回縁部である。

21～24は ほぼ直線状に立ち上がる直行日縁の日唇部下位に一条の刻目突帯をめぐ

らす「下城式」系であり、23～24は 日唇部にも刻目をめぐらしている。

20は、21～24と 同様の刻目突帯を持つが、刻目突帯の上部口縁が内傾 し、日唇部

が玉縁状に肥厚 している。

25は いわゆる「下城式」系とは若千異なり、日縁端部とその直下に刻目突帯を付

して、胴部にふくらみをもつものと思われる。

26・ 27は本体より剥離 した刻目突帯の一部である 0

28は 口縁端部とその直下に突帯を有する甕形土器の回縁部。

29は二条の刻目突帯の付されたほぼ直線状に立ち上がる胴部片。30は二条の三角

断面の突帯を付され、あ、くらみを帯びた胴部片。

31～33は大型甕形土器の回縁部～頸部～胴部である。最大径が胴部上位にあり、

頸部から回縁部が「へ」の字に屈曲し、頸部屈曲の直下に刻目突帯を貼付 している。

34～ 36は甕形土器の水平方向にのびる逆 「L」 字形の回縁部である。いずれも日

唇部が凹気味で、35・ 36は内端に張り出している。

37～45は壺形土器の回縁部である。

46047は壺形土器の胴部。

48～ 59は複合口縁の壺形土器である。48 58に は、日縁部外面に櫛描波状文が施

されている。

60は内傾する頸部から大きく外反 しつつ口縁部が肥厚する壺形土器の頸部～口縁

部で、凹気味の口唇部に亥J目がほどこされている。

61～68は底部である。

61～66は壺形土器の底部であり、いずれも平底である。

67068は甕形土器の底部で、67は平底、68はやや上底気味の平底で、底面が外へ

張り出してその上部が若干くびれている。

69は壺形土器の胴部～底部である。

70～74は高琢あるいは器台の回縁部、76は高外、75◆ 77～81は口縁の屈曲の大き

さから鉢形土器の日縁部と思われる。
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第42図 東原 D地点 V字溝状遺構出土土器片実測図6)
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82083・ 84は鉢形土器と思われる。82083は胴部中位が膨らみ、日縁部は強く外

反気味に屈曲する。84は高外の杯部に似た浅い鉢で、内彎気味の立ち上がりの途中

で段をもって外反しながら屈曲している。

85086は高琢の杯部と垂直にのびる円柱状の脚部の接合部である。

87088091はゆるやかに外反する高不の脚部である。88は直径 1.2 clnの 円形透

かし孔を有する。

89・ 90は器台。89は胴部はさほどくびれずに直線的に上方へのび、回縁部と裾部

が大きく外反する。脚部中央のやや下よりに直径 1.3 cmの円形透かし孔を有する。

90は脚裾部の上位に直径 2.O cmの円形透かし孔を有する。

一弟 Vi まとめ

塚原遺跡東原 A・ BecoD地 点は、V字溝に挟まれた弥生中・後期から古墳時
代にかけての集落遺跡であることが確認された。 C地点は、弥生・古墳時代の住居

跡が重複 しながら、全体的には閑散として散漫な印象のある、この時代の日向の典

型的な住居跡群であった(1)。 この時代の住居跡群がまとまって確認されたのは、

国富町内では今回が初めてで、貴重な成果が得られたと言える。時間的な制約など

で、アカホヤ層下の遺跡包含層の調査を行うことはできなかったが、遺跡の位置や

環境から、縄文早期以前の遺跡の存在する可能性はほぼ疑いなく、将来の調査に期

待 したい。

なお、塚原遺跡東原 E・ F地点の調査結果は引き続き次の調査報告書で報告する

が、 F地点では弥生から古墳時代にかけての集落のほかに、 20基の上墳墓や小型
の地下式横穴墓 1基なども確認されており、近辺の県指定木脇村古墳を含めて、古

代の墓制の変遷が伺われる興味深い貴重な資料も得られている。

(1)新富町文化財調査報告書第 8集 七又木地区遺跡 (1989)

土早
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東原B地点  土器観察表 A黒 。透明ガラス質 B微細ガラス質 C赤褐色粒

番号 遺構・

区

調整および文様 胎 土

混入物

色 調 備 考

1

SEl

外

内

口縁部ヨヨナデ。胴部タテハケメ

ナデ

A 外

内

にぶい黄褐・黒褐

にぶいオリーブ黄褐

刻目突帯

2 外

内

口縁部ヨコハケメ。胴部タテハケメ

ナデ

外

内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐

刻目突帯

ススー面に付着

外

内

33)\, it
33t:.1 7

B 外

内

にぶい浅黄橙

にぶい浅赤褐

刻目突帯

外 :ヨ コハケメ

内 :ナデ

B 外

内

にぶい明褐

にぶい明褐

刻目突帯

外

内

33)\, j
33)\ry jl

A 外

内

明黄褐

明黄褐

刻目突帯

外

内

ヨコハケメ

ヨコハケメ

外

内

黒色化 。にぶい明褐

オリープ黄褐

刻目突帯

7 外

内

ヨコハケメ (ほとんど剥落)

ヨコハケメ 褐

橙

黄

浅

明

外

内

刻目突帯

外 :日縁部ヨコハケメ。胴部タテハケメ

内 :回縁部ヨコハケメ。胴部ナデ

外

内

にぶい浅黄褐

明黄褐・黒色化

亥J目突帯

スス付着

外 :口縁部ヨコハケメ・胴部タテハケメ

内 :回縁部ヨコハケメ

外

内

にぶい浅褐

にぶい黄褐

刻目突帯

スス付着

外 :口縁部ヨコハケメ。胴部タテハケメ

内 :口縁部ヨコハケメ・胴部ナデ

外

内

にぶい浅黄褐

にぶい浅黄褐

刻目突帯

スス付着

外 :ヨ コハケメ

内 :ナデ

A 外

内

にぶい浅黄褐

にぶい浅黄褐

刻目突帯

スス付着

外 :ヨ コハケメ・ユビオサエ

内 :ヨ コハケメ

外

内

浅黄褐・黒色化

浅黄褐

外

内

ハケメ?(磨耗)
ハケメ・ナデ

C 外

内

浅黄橙 。にぶい褐色

オリーブ黄褐

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

AoC 外
内

浅橙 3浅黄橙

にぶい黄褐

外

内

ナデ・下部ハケメ

ナデ

C 外

内

にぶい浅黄橙 。黄褐

にぶい浅黄褐

0.5～ 2L皿 砂粒多し

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

外

内

浅黄橙

浅黄橙

17 外

内

ナデ?

ナデ?

C 外 :浅黄橙

内 :オ リープ浅黄褐

化

デ

風

ナ

外

内

外 :浅赤橙

内 :浅黄橙
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東原B地点  土器観察表         A黒 ・透明ガラス質 B微細ガラス質 C赤褐色粒

辞 難蒙攣皐0

区

調整および文様 胎 土

混入物

色 調 備   考

SEl

外

内

ナデ・タテハケメ

ナデ

A・ B 外
内

浅黄橙

にぶい浅黄橙

ススー面に付着

外

内

ナデ・タテハケメ

ナデ

A・ B 外 :浅黄橙
内 :にぶい浅黄橙

スス付着

外

内

ナデ・ タテハケメ

ナデ

A・ B 外
内

浅黄橙

にぶい浅黄橙

スス付着

外

内

aat\, j
e3)\t )l

B 外

内

明赤褐

にぶい明黄褐

外

内

ナデ

ナデ 端
離
外

内

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

C 外 1浅黄橙

内 :明黄褐

外

内

ハケメ?

ヨコハケメ・ナデ

C 外

内

明端

明黄褐・オリープ浅黄褐

外 :工具ナデ (剥離)

内 :ナデ

外

内

オリー琺 韻

浅橙

外

内

ナデ

ナデ 相舗
外

内

2111111砂粒多じ

外

内

口縁部ンヽケメ・胴部ナデ

ナデ

橙

橙

赤

赤

浅

浅

外

内

0.5～ 3111111砂粒多し

外 :風化

内 :ナデ

C 外

内

浅黄橙

にぶい黄褐色～黄橙

外 :ナデ

内 :ナデ

外

内

オリー琺 麹

にぶいオリープ浅黄橙

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

C 外

内

明競

明黄橙・オリープ褐

外 :ナデ

内 :ナデ

C 外 :明黄橙

内 :明黄濃トオリー端

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内
外 :明黄褐・浅黄橙

内 :浅黄褐

指先圧痕押型

外

内

ナデ

ナデ

外 :明黄橙

内 :明黄橙

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

外

内

にぶい明黄褐

明部

外

内

ハケメ・胴部ナデ

ナデ

C 外

内

浅黄褐・部分的にくすむ

浅黄褐

スス付着
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東原B地点  土器観察表      A黒 。透明ガラス質 B微細ガラス質 C赤褐色粒 D黒雲母 (金色)

番号 遺構 。

区

調整および文様 胎 土

混入物

色 調 備   考

SEl

外

内

ハケメ・胴部ナデ

ハケメ・ Illa部ナデ

外 :明黄褐

内 :明黄褐・浅灰褐

外

内

ハケメ

ナデ

A・ B 外
内

にぶい浅橙

にぶい浅黄橙

外 :風化

内 :風化 。頸部ナデ

外 :浅黄橙

内 :浅黄褐 。赤橙

1～ 2111111砂粒多し

外 :ハケメ・回縁部櫛描波状文

内 :ハケメ

外 :明黄褐

内 :明黄褐

外 :日縁部櫛描波状文

内 :

外

内

外

内

ハケメ。日縁部櫛描波状文 (磨耗)

ナデ

外 :浅赤橙

内 :浅黄橙

外

内

ハケメ。日縁部櫛描波状文

ナデ

外

内

明黄褐

にぶい明黄褐

キ

キ

ガ

ガ

外

内

C 外

内

明黄褐

にぶい明黄褐

外

内

ミガキ

ミガキ

C 外 :明黄褐

内 :明黄褐

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

A 橙

橙

外

内

外

内

ハケメ

ハケメ

A 外

内

にぶい茶褐

浅黄褐

外

内

ハケメ

ナデ

D 外

内

浅赤褐

にぶい赤褐

外

内

ヨコハケメ

剥離

AoC
橙

橙

黄

浅

浅

外

内

外

内

ヨコハケメ

ナデ?(剥離)
C 外

内

にぶい浅褐 。赤褐

にぶい浅黄褐

外 lヨ コハケメ

内 :ナデ

B 外

内

明黄褐

オリープ褐・黒色化

スス付着

外 :ハケメ

内 :ヨ コハケメ。ナデ

外

内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐

外 :ナデ・横の沈線文・波状文

内 :ナデ

外

内

にぶい灰黄褐

にぶい明黄褐

外

内

タテハケメ。縦の沈線文

ナデ

外 :明黄褐

内 :にぶい明黄褐
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東原 B地点  土器観察表 A黒・透明ガラス質 B微細ガラス質 C赤褐色粒

辞 饗 劉 曜 i・

区

調整および文様 胎 土

混入物

色 調 備 考

SEl

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

外 :浅赤橙

内 :浅黄橙

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

B・ C 外
内

浅橙 0にぶいオリープ褐

にぶいオリープ橙

スス付着

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

C 外

内

にぶい明黄褐・浅橙

オリープ灰黄褐

外

内

工具ナデ

ナデ

B 外

内

にぶい明黄褐 0黒色化

オリープ灰黄褐・黒色化

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

B 外

内

にぶい浅黄橙

浅黄橙

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

外

内

にぶヽヽ黄燈

黒色化

0.5～ 3 11ull砂粒多し

外

内

ミガキ

ナデ

A 外

内

にぶい黄褐

にぶい黄褐

外

内

ナデ・ユビオサエ

ナデ

B 外

内

浅黄橙

オリープ灰褐

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

外

内

明黄褐

にぶい黄褐

外 :タテハケメ

内 :ナデ

B 外

内

黒色化

にぶい赤褐

スス付着

外 :ヨ コハケメ

内 :ナデ

B 外

内

にぶい明黄褐

灰褐・黒色化

外 :ナデ・タテハケメ

内 :ナデ

B 外

内

明黄褐

黒色化

外

内

タテハケメ

ナデ

B 外 :にぶい赤褐

内 :浅黄褐・黒色化

スス付着

-66-



東原C地点  土器観察表         A黒 ・透明ガラス質 B徴細ガラス質 C赤褐色粒

番号 難 讐 躍 i・

区

調整および文様

は
関

色 調 備   考

1

SA2

外

内

ナデ

ナデ

褐

褐
赫
赫
外

内

外

内

口縁部ヨコハケメ・頸部タテハケメ

ナデ

外

内

明韻

明黄褐

外

内

: r/+
3ar,t7 it

外 :明黄褐

内 :明韻

外 :ハケメ

内 :ミ ガキ

C 韻
端
明

明

外

内

外

内

頸部ヨコハケメ・胴部タテハケメ

ナデ・ユビオサエ

外

内

にぶい浅黄橙

にぶい明黄褐

外

内

ヨコハケメ・ナデ?

ナデ

B 外

内

にぶい黄褐

にぶい黄褐

スス付着

外 :櫛描波状文

内 :ナデ 灘灘
外

内

8 外 :櫛描波状文

内 :ナデ

外 :浅黄橙

内 :浅黄橙

外

内

櫛描波状文

ヨコハケメ
韻
韻
明

明

外

内

外

内

櫛描波状文・頸部ヨコハケメ

ナデ 灘雄
外

内

外 :櫛描波状文・頸部ヨコハケメ

内 :ナデ・ハケメ

外

内

にぶい黄橙・黄褐

にぶい黄橙

外

内

櫛描波状文・ ヨコハケメ 0ナデ

ナデ 離灘
外

内

外

内

櫛描波状文・ ミガキ

ナデ

A 外 :明赤褐

内 :浅黄橙

外

内

櫛描波状文・ ヨコハケメ

ナデ・ タテハケメ 灘離
外

内

外 :櫛描波状文・ ヨコハケメ

内 :ナデ

外

内

明韻

明黄褐

外 :櫛描波状文・磨耗

内 :ハケメ?

C 外

内

明黄褐

にぶい赤橙

外

内

櫛描波状文・ ヨコハケメ

ナデ 灘無
外

内

外

内

外

内

にぶい浅黄橙

にぶい明黄褐
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東原 C地点  土器観察表 A黒・透明ガラス質 B微細ガラス質 C赤褐色粒

番号 避 罰 曜 i・

区

調整および文様 胎 土

混入物

色 調 備 考

SA2

外

内

ナデ

ナデ

外

内

浅賞橙

浅黄橙

外 :ヨ コハケメ

内 :ナデ

外

内

明黄褐

明黄褐

外

内

ハケメ

ヨコハケメ

外

内

明黄褐

明黄褐

外

内

ヨコハケメ G請隧)
ヨコハケメ

外 :明黄褐

内 :明黄褐

外

内

ナデ・ハケメ

ハケメ・ユビオサエ

外

内

にぶい明黄褐

黒色化

外 :ミ ガキ

内 :ハケメ (剥落)

B 外

内

明黄褐

黒色化

外

内

97rA /
ttt j

C 外

内

明黄褐・浅黄橙・黒色化

明黄褐・黒色化

底部が黒色化

キガ

デ

ミ
ヽ
ナ

外

内

B 外 :にぶいオリープ黄褐

内 :にぶい黄褐

外

内

ヘラナデ・ハケメ
ハケメ

外

内

浅黄褐

にぶい浅黄褐

外

内

ナデ・ユビオサエ

ナデ

外

内

浅黄橙

にぶい浅黄橙

外

内

ハケメ
ハケメ

C 外

内

明黄褐・黒色化

オリープ黄褐・黒色化

外

内

ヘラナデ・ハケメ

ハケメ

外 :明黄褐

内 :にぶい黄褐・黒色化

外

内

タテハケメ

ナデ

C 外

内

にぶい赤褐

にぶい赤褐

外

内

ナデ?

ナデ?

C 外

内

浅黄橙

浅赤橙

外 :ミ ガキ

内 :ハケメ

外

内

明黄褐

明黄褐

外

内

: r"+
3ettry 1

C 外

内

にぶい明黄褐

明黄褐

外

内

ナデ

ナデ

外

内

浅黄橙

明黄褐

外

内

ナデ?

ナデ

C 外 :浅黄橙・赤橙

内 :浅赤橙
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東原C地点  土器観察表 A黒・透明ガラス質 B微細ガラス質 C赤褐色粒

番号 遅肇曜呈。

区

調整および文様 胎 土

混入物

色 調 備 考

SA2

外 :ハケメ?(風化)
内 :́ナデ

C 外 :浅黄褐

内 :明黄褐

外

内

ナデ 0脚部ミガキ

ナデ

外 :明黄褐

内 :明黄褐

外 :ミ ガキ

内 :ナデ・下部ハケメ

B 外 :明賞褐

内 :明黄褐

外

内

ミガキ

ナデ

C 外

内

明黄褐

明黄褐

外 :ミ ガキ

内 :ミ ガキ・脚部内ナデ

C 外 :明黄褐

内 :明黄褐・脚部内にぶい橙

SA3

外

内

口縁部ヨコハケメ・胴部タテハケメ

ヨコハケメ・胴部ナナメハケメ

A 外

内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐

スス付着

ョア
　
ョア

ナ

ナ

外

内

外

内

明黄褐

にぶい黄褐

T字口縁
刻目突帯

外

内

ヨヨハケメ

風化著しい

C 外

内

にぶい赤褐 0褐

明黄褐

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

B 外

内

明黄褐

黒色化

SA5

外

内

a3r\ry il
'7'-7-

外

内

黒褐色 。黒色化

にぶい赤褐

目縁部に円形浮文

外

内

風化

ナデ?

C 外

内

にぶい褐・黒褐

にぶい明黄褐

SA6 外 :ハケメ
内 :ナデ

B 外

内

にぶい赤褐

にぶい赤褐

刻目突帯

スス付着

SA6

外

内

ヨコハケメ。胴部ナデ

ナデ

外

内

にぶい浅黄褐

浅黄褐

刻目突帯

外

内

ナデ

ナデ

外 :にぶい赤橙

内 :にぶい赤橙 。浅黄橙

外

内

i r'+
3at\+ il

外

内

明端

明黄褐

外

内

ナデ?(風化)
ナデ ?

外 :黄橙 。橙

内 :浅黄褐

0.3～3mm砂粒多し

外

内

ハケメ

ナデ

BoC 外
内

にぶい明黄褐

明黄褐

外

内

ヨコハケメ

ヨコハケメ

A・ C 外
内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐
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東原C地点  土器観察表 A黒・透明ガラス質 B徴細ガラス質 C赤褐色粒

鶴 琳 ・

区

調整および文様

」
拗

色 調 備 考

SA6

キガ

デ

ミ
ヽ
ナ

外

内

C 外

内

明黄褐・一部赤みがかる

明黄褐

外

内

ハケメ

ナデ

外

内

にぶい浅黄褐・黒色化

灰黄褐

外 :ナデ、オサエ

内 :ナデ

C 外

内

オリープ浅褐

黒色化

外

内

ナデ、底部ユビオサエ

ナデ

外

内

にぶいオリープ浅黄褐

黒色化

外

内

タテハケメ・ナデ

ナデ

A 外

内

にぶい黄褐・褐

黒色化

外 :ナデ

内 :ナデ

A 外

内

明黄褐・赤橙・黒色化

灰褐 (黒色化)

キガ

デ

ミ
ヽ
ナ

外

内

外

内

にぶい赤褐・黒色化

にぶい赤褐

外

内

ナ デ

ナ デ

外

内

にぶいオリープ黄褐

にぶい灰褐

外 :ナデ

内 :ナデ・上部バケメ

C 外

内

にぶい浅黄橙

にぶい明黄褐

外

内

ナデ

ナデ

外

内

明黄褐

にぶい明黄褐

外

内

ミガキ・ 日唇部ヨコハケメ

ヨコハケメ・ナデ

C 外

内

明黄褐

明韻

外 :ナデ

内 :ヨ コハケメ・剥離

C 外

内

明黄褐

明黄褐

外 :ミ ガキ

内 :ヨ コハケメ・剥離

C 外 :明黄褐

内 :明黄褐・黒色化

キガ

デ

ミ
ヽ
ナ

外

内

C 外

内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐

外

内

ヨコハケメ・ ミガキ

ナデ

C 外

内

にぶい明黄褐

にぶいオリ‐プ黄福

外

内

ナデ

ナデ

C 外

内

にぶい明黄褐
にぶい明黄褐

外

内

ナデ・ ヨコハケメ

ヨコハケメ

外

内

明黄褐・赤褐・灰褐

にぶいオリープ鵠

外

内

ear\)T t
e3)\U )l

C 翻
端
明

明

外

内
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東原C地点  土器観察表 A黒・透明ガラス質 B徴細ガラス質 C赤褐色粒

番号 遅 釧 曜 i・

区

調整および文様 胎 土

混入物

色 調 備 考

SA6

外

内

ハケメ

ヨコハケメ

外 :浅黄褐・黄橙

内 :浅黄褐

外

内

ミガキ

ヨコハケメ・ナデ
端
韻
明

明

外

内

外

内

ハケメ

ヨコハケメ (剥離)

外

内

明黄褐

明黄褐

外 :タ テハケメ・ ヨコハケメ

内 :ヨ コハケメ・ナデ

C 外

内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐

外

内

ミガキ

ナデ

C 外

内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐

外

内

ミガキ

ナデ

外

内

にぶい黄橙

にぶい黄褐

外

内

ミガキ・ヨコハケメ

ヨコハケメ・ナデ

C 外

内

明端

明端

SA8

外 :タ テハケメ

内 :ナデ・口縁部ヨコハケメ

A 外

内

黒色化

くすんだ黄橙

刻目突帯

外

内

ナデ・口縁部ヨコハケメ

ナデ

外

内

にぶい明褐

明褐・一部黒色化

刻目突帯

外

内

タテハケメ・日縁部ヨコハケメ

ナデ

外

内

にぶい黄褐

にぶい黄橙

刻目突帯

外

内

ヨコハケメ・タテハケメ

ナデ

外

内

にぶい黄褐

にぶい黄褐

刻目突帯

外 :ヨ コハケメ・ナデ

内 :ナデ

外

内

にぶい浅黄橙

にぶい明黄褐

刻目突帯

外

内

ハケメ

ナデ

外 :にぶい黄褐

内 :明黄褐・黒色化

刻目突帯

外

内

ヨコハケメ・ナデ

ミガキ

外

内

明端

にぶい黄褐・黒色化

刻目突帯

外

内

ヨコハケメ

ナデ
離
舗
外

内

SEl

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

外 :浅黄橙

内 :浅黄橙

外

内

ナデ

ナデ

A 外

内

にぶい浅黄褐

明端

外

内

ヨコハケメ・ タテハケメ

ナナメハケメ

外 :にぶい黄褐・黒色化

内 :にぶい黄褐・黒色化

刻目突帯
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東原C地点  土器観察表 A黒・透明ガラス質 B微細ガラス質 C赤褐色粒

翻 鎌 ・

区

調整および文様 胎 土

混入物

色 調 備 考

SEl ガ
靴
外

内

外

内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐

SE2

外

内

ナデ

ナ デ

外

内

にぶい浅黄橙

にぶい浅黄橙

刻目突帯 (磨耗)

外

内

ヨコハケメ。タテハケメ

ナデ
褐

橙

黄

黄

明

浅

外

内
刻目突帯

スス付着

外

内

33)\ry )l
3::r\, iI

外

内

にぶい黄褐

にぶい黄褐

刻目突帯

外 :ヨ コハケメ・タテハケメ

内 :ナデ

B 褐

褐

黒

黒

外

内
刻目突帯

スス付着

外

内

ヨコハケメ・タテハケメ

ヨコハケメ・ナデ

B 外

内

灰黄褐

にぶい黄褐 `黒色化

刻目突帯

スス付着

外

内

ヨコハケメ・タテハケメ

ヨコハケメ・ナデ

外

内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐

刻目突帯

スス付着

外

内

ヨコハケメ 0タ テハケメ

ナデ

A 外

内

浅橙

にぶい橙

刻目突帯

スス付着

外

内

ヨコハケメ・タテハケメ

ヨコハケメ。ナデ

外

内

にぶい浅黄褐

にぶい浅黄褐

刻目突帯

スス付着

外

内

ヨコハケメ。ナナメハケメ

ナデ

外

内

明黄褐

にぶい黄褐

刻目突帯

外

内

ヨコハケメ。ナナメハケメ

風化

A 外

内

明黄褐

浅灰褐 0やや黒色化

刻目突帯

外

内

ヨコハケメ

ナデ

外

内

黒褐

にぶい黄褐

刻目突帯

スス付着

外

内

A=tt'ry7
e3r\ry iI

A 外

内

明黄褐

明黄褐

ガ
蹴
外

内

外

内

にぶい明黄褐・黒色化

にぶい明黄褐

外 :ナデ。工具ナデ

内 :ナデ

外

内

にぶい浅黄褐

黒色化 ―

外

内

ナデ

ナデ

外

内

にぶい浅黄褐

にぶい浅黄褐

～2mm砂粒多し

SCl 外
内

ヨIIハケメ

ナデ 端
翻
明

明

外

内

外 :ヨ コハケメ

内 :ナデ

外

内

にぶい浅黄褐

にぶい浅黄褐

口縁部刻目
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棘 C地点  土遷鏃 表 A黒・透明ガラス質 B微細ガラス質 C赤褐色粒

番号 麟 ・

区

調整および文様 胎 土

混入物

色 調 備 考

SCl

外

内

sarl 7
3 at\,f il

外

内

にぶい浅橙

にぶい浅橙

刻目突帯

外

内

ヨコハケメ・ナデ

ナデ

外 :にぶい浅黄褐

内 :浅黄褐

スス付着

外

内

風化・ 口唇部ハケメ

ハケメ

外

内

にぶい浅橙

にぶい浅橙

SC2

外

内

A3r\ry il
a3t:,) 7

外

内

明黄褐

にぶい黄褐

刻目突帯

外

内

ハケメ?

ヨコハケメ

C 外

内

にぶい浅黄褐

にぶい赤橙

外

内

タテハケメ

ヨコハケメ・ナデ

外

内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐

スス付着

外

内

タテクシメ

ナナメハケメ

外

内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐

スス付着

外

内

ヨコハケメ・ 口唇部櫛描波状文

ヨコハケメ

C 外 :明黄褐

内 :黒色化

外

内

ヨコハケメ・ タテハケメ

ナデ
韻
端
明

明

外

内

外

内

タテハケメ

ヨコハケメ・胴部ナデ 離灘
外

内

外

内

櫛描波状文・ ヨコハケメ・タテハケメ

ナデ

外

内

明黄褐

にぶい浅黄橙

外

内

タテクシメ

ナデ・ ヨコハケメ

外

内

浅黄橙

にぶい浅黄橙

外

内

タテハケメ

ナデ・ ヨコハケメ
競
難
浅

浅

外

内

外

内

タテハケメ・ ナナメハケメ (磨耗)

ナデ

C 外 :浅黄橙

内 :浅黄橙

外

内

ナデ・ユビオサエ

ナデ

外

内

明黄褐

オリープ黒褐

外 :ハケメ

内 :ナデ

C 外

内

にぶい黄褐

明黄褐

外

内

ハケメ (磨耗)

ナデ

外

内

浅黄橙

にぶい橙

外

内

タテハケメ

ナデ

A 外

内

にぶい灰褐・黄褐

にぶい灰褐・黄褐

スス付着
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東原C地点  土器観察表 A黒・透明ガラス質 B微細ガラス質 C赤褐色粒

番号 選当躍皐・

区

調整および文様 土

物
胎
臥

色 調 備 考

SC2

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

外

内

明黄褐

黒色化

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

A 外

内

明黄褐

黒色化

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

外

内

にぶい明黄褐

黒色化

外

内

ナデ

ナデ 麹
競
外

内

d-5 外 :ヨ コハケメ・タテタヽケメ
内 :ヨ コハケメ・ナデ 橙

難
鼓

外

内

刻目突帯

f-4 外
内

ヨコハケメ

ナデ

外

内

にぶい黄褐

にぶい黄褐

刻目突帯

e-6 外
内

ヨコハケメ・タテハケメ

ナデ
外 :浅褐

内 :にぶい浅黄橙

刻目突帯

b-5 外
内

ヨコハケメ

ヨコハケメ・ナデ

外

内

白っぱい明黄褐

白っぼい明黄褐

外

内

口縁部ユビオサエ 0タ テハケメ

ヨコハケメ・ナデ

外

内

にぶい赤褐

にぶい赤褐

口縁部刻目

外

内

3J3t\]T t
33)\ry il

外

内

にぶい明黄褐

浅黄橙

b-5 デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

外

内

にぶい明黄褐

明韻

ニチュア土器

外

内

ナデ

ナデ
議
議
明

明

外

内

外

内

タテハケメ

ナデ 瀦輔
外

内

外

内

ハケメ
ハケメ・ナデ

外

内

明黄褐・底部黒色化

浅黄橙

外 :ナデ・ユビオサエ

内 :ナデ・ユビオサェ

B・ C 外
内

にぶい明黄褐・黒色化

にぶい明黄褐
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東原D地点  土器観察表 A黒・透明ガラス質 B微細ガラス質 C赤褐色粒

番号 遅 釧 曜 i・

区

調整および文様 胎 土

混入物

色 調 備 考

1

SEl

外 :ハケメ・ ミガキ・口唇部に沈線

内 :ハケメ
鵡
韻
明

明

外

内

外 :タテハケメ・口唇部ナナメハケメ

内 :ヨ コハケメ

外

内

にぶい黄褐～灰褐

にぶい黄褐～灰褐

外

内

ナデ

ナデ

外

内

オリープ黄褐

浅オリープ黄褐

外

内

ヨコハケメ・ナデ

ハケメ 0ナデ

外

内

明黄褐

明黄褐

外

内

工具ナデ

ナデ

外 :明黄褐・黒色化

内 :明鵡

外

内

タテクシメ

ヨコクシメ

B 外

内

にぶい明賞褐

にぶい灰褐

外

内

タテクシメ・ナナメクシメ

ヨコクシメ

B 外

内

にぶい橙

にぶい橙

外

内

ヨコハケメ

ヨコハケメ
韻
鵡
明

明

外

内

外

内

ハケメ

ハケメ

C 翻
端
明

明

外

内

外

内

タテハケメ

ハケメ

外

内

にぶい黄褐

明韻

スス付着

外 :タテクシメ

内 :ナデ

外

内

にぶいオリープ黄褐

にぶいオリープ黄褐

スス付着多し

外

内

ナデ

ナデ

外

内

白っぼいオリープ黄褐

浅黄橙

0.5～ 3111111砂粒多し

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

外

内

にぶい黄褐・黄橙・黒色化

浅黄橙

0。 5～311ull砂粒多
し

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

C 外 :明黄褐

内 :にぶいオリープ黄褐

スス付着

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内 嚇灘
外

内

外

内

:ガキ

ケヽメ

B 外

内

明黄褐

明黄褐

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内
端
鍋
明

明

外

内

スス付着

外

内

ナデ

ナデ
麹
麹
外

内

-75-



東原D地点  攀 表 A黒・透明ガラス質 B徴細ガラス質 C赤褐色粒

器 運 馴 曜 iO

区

調整および文様

」拗
色 調 備 考

SEl

外

内

ナデ

ナデ

外 :浅黄橙

内 :浅黄橙

0.5～5mm砂粒多じ

外 :工具ナデ

内 :ナデ
外 :明黄褐

内 :浅黄褐

外

内

t\tT 
''1-7-

A 外

内

にぶい浅黄褐

にぶい赤褐

外

内

ハケメ

ハケメ・ナデ

外

内

にぶい黄橙・灰褐

にぶいオリープ黄褐

外

内

ヨコナデ・ タテハケメ

ナデ

外

内

にぶい黄褐

にぶい黄褐

外

内

ハケメ
ハケメ・ナデ

A 外

内

にぶい黄褐・茶褐

にぶい明黄褐

刻目突帯

外

内

)\u j
a-a'

B 外

内

にぶヽヽ黄褐

にぶい明黄褐

刻目突帯

スス付着

外

内

ハケメ

ナデ

外

内

オリープ褐

浅黄褐

剥離した刻目突帯

外 :ハケメ

内 :ナデ

外

内

オリー湘

浅黄褐

剥離した刻目突帯

外 :ハケメ・ナデ

内 :ナデ

A 外

内

明黄褐

にぶいオリープ褐

外

内

ヨコハケメ・ タテハケメ

ヨコハケメ・ナデ

外

内

灰黄褐

にぶい赤褐

外

内

ハケメ?

クシメ

B 外

内

浅赤橙

にぶい灰褐

外

内

ナデ

ナデ

外

内

にぶい橙

浅黄橙

刻目突帯

1～ 4 11ull砂粒多し

外 :ナデ

内 :ナデ

外 :浅黄橙・浅橙

内 :輔
刻目突帯

1～ 4 mm砂粒多し

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内 麹輔
外

内
刻目突帯

1～ 4翻砂粒多し

外

内

ハケメ

ハケメ・ナデ

A 外

内

にぶい灰黄褐・黄褐

にぶtヽ黄褐

外

内

ハケメ

ナデ

A 外

内

明黄褐

にぶいオリープ明黄褐

外 :日縁部ヨコハケメ・胴部タテハケメ

内 :ハケメ

A 外

内

明麹

にぶい明黄褐

スス付着
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構 贅 劉 躍 i・

区

調整および文様 胎 土

混入物

色 調 備   考

SEl

外 :ハケメ

内 :ナデ

外 :浅黄橙

内 :浅黄褐

外

内

ハケメ

ハケメ
鍋
韻
明

明

外

内

外

内

ナデ

ナデ

C 橙

橙

外

内

外

内

3=tt)1 .97")/
e 3 r\/T il

外 :明黄褐

内 :明黄褐・黒色化

外

内

日縁部ヨコハケメ・頸部タテハケメ

ナデ

外

内

浅橙・黄褐

にぶい黄褐

外

内

ハケメ

ハケメ・ナデ

外

内

にぶい黄褐・赤橙

にぶい黄橙・赤橙

外

内

ナデ・ ミガキ

ハケメ・ナデ

外

内

明黄褐

にぶい明黄褐

外

内

ハケメ

ハケメ

C 外

内

にぶい明黄褐

オリープ浅黄褐

外

内

ナデ・工具ナデ

ナデ・ユビオサエ

外

内

にぶい明黄褐～灰黄褐

にぶい明黄褐～灰黄褐

外

内

t\ry /
ti. z-€ttr.

C 外

内

浅黄橙

オリープ浅黄褐

外

内

ナデ・ハケメ

エ具ナデ

B 外

内

にぶい明黄褐・黄褐

灰黄褐

外 :櫛描波状文

内 :ナデ?(風化)

外

内

明黄褐・灰黄褐

オリープ黄褐

外

内

櫛描波状文

ナデ

外 :明黄褐

内 :にぶい黄褐

外

内

櫛描波状文

ナデ

外 :明黄褐

内 :明黄褐

外

内

櫛描波状文 0ナデ・ハケメ

ナデ 灘輔
外

内

外

内

ハケメ

ハケメ

C 外

内

にぶい浅黄橙

オリープ明黄褐

外 :櫛描波状文・ナデ

内 :ナデ

外

内

明黄褐

にぶい明黄褐

外 :櫛描波状文・ハケメ

内 :ハケメ

外

内

明黄褐

にぶい明黄褐

東原D地点  土器観察表 A黒・透明ガラス質 B徴細ガラス質 C赤褐色粒 D黒雲母 (金色)
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東原D地点  土器観察表 A黒・透明ガラス質 B微細ガラス質 C赤褐色粒

辞 鎌
0

区

調整および文様 胎 土

混入物

色 調 備   考

SEl

外

内

櫛描波状文・ハケメ

ナデ

外

内

明黄褐

浅オリープ明黄褐

外 :櫛描波状文・ナデ

内 :ナデ

外 :明黄褐

内 :明端

外 :櫛描波状文・ナデ

内 :ナデ

外 :浅赤橙

内 :浅黄橙

外 :櫛描波状文・ナデ

内 :ナデ

外 :浅黄橙

内 :浅賞褐

外

内

櫛描波状文・ハケメ・ナデ

ナデ

橙

橙

厳

鹸

外

内

外

内

ハケメ・ナデ・肩部に櫛描波状文

ナデ・ハケメ

B 外

内

にぶい明黄褐・灰黄褐

にぶい明黄褐・灰黄褐

外

内

ナ デ

ナデ

B 外

内

にぶいオリープ黄褐

にぶい明黄褐

外

内

ナデ

ナデ

B 外 :にぶい黄褐

内 :オ リープ黄褐・黒色化

外

内

ハケメ

ナデ

外

内

にぶい黄褐・黒色化

にぶい黄褐・黒色化

底部沈線

外

内

ナデ

ナデ

外 :浅黄橙

内 :浅黄橙

底部沈線

外

内

ハケメ

ュビォサェ

外

内

にぶいオリープ黄褐

黒色化

底部に十字沈線

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

外 :浅黄橙・底部黒色化

内 :黒色化

剛

剛

外

内

A 外

内

にぶい赤褐

にぶい赤褐

外

内

ハケメ・風化

ナデ

B 外

内

明黄褐・底部黒色化

黒色化

外

内

ナデ・ハケメ?(磨耗)
ナデ

外

内

にぶい赤橙・オリーブ黄褐

にぶいオリァプ黄褐 ‐_
0.5～3mm砂粒多
し

外

内

ミガキ

ハケメ

外

内

明責褐

にぶい明黄褐

外 :ミ ガキ

内 :ナデ・日縁部クシメ

外

内

明灰黄褐

明灰黄褐

外 :ナデ

内 :口縁部クシメ・ナデ

C 外

内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐
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東原D地点  土器観察表 A黒 。透明ガラス質 B微細ガラス質 C赤褐色粒

番号 燿 罰 躍 :・

区

調整および文様 胎 土

混入物

色 調 備 考

SEl

外

内

ミガキ

ハケメ

外

内

明黄褐

にぶい明黄褐

外

内

ハケメ

ミガキ

C 外

内

明黄褐

明黄褐

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

A 外

内

明黄褐

明黄褐

外

内

ミガキ

ナデ

外

内

明黄褐

明黄褐

外

内

ナデ

ナデ

外

内

にぶい黄褐

にぶい黄褐

外

内

ハケメ

ハケメ・ナデ

外

内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

30C 外 :浅黄橙
内 :浅黄橙 0黒色化

キ

キ

ガ

ガ

外

内

外

内

明黄褐

明黄褐

外

内

ハケメ・ナデ

ミガキ

外

内

明黄褐

明黄褐

外 :ハケメ・ ミガキ

内 :ミ ガキ

C 外

内

明黄褐

明黄褐

デ
　
デ

ナ

ナ

外

内

C 外 :浅黄橙

内 :浅黄橙

外

内

ミガキ

ナデ

C 橙
麹
浅

浅

外

内

キガ

デ

ミ
ヽ
ナ

外

内

外

内

浅黄橙

黒色化

スス付着

キガ

デ

ミ
ヽ
ナ

外

内

B 外 :浅黄橙・黒色化

内 :浅黄橙

外

内

ミガキ

ナデ

B・ C 外 :浅赤橙
内 :明端

外

内

ミガキ

ナデ (剥離)

C 外

内

にぶい明黄褐

にぶい明黄褐

外

内

ガキ

ガキ・ナデ

C 外 :明黄褐

内 :にぶい明黄褐

外

内

ミガキ

ナデ

外

内

明黄褐

にぶい明黄褐
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東原D地点  土器観察表          A黒 ・透明ガラス質 B微細ガラス質 C赤褐色粒

器 運 覇 駆 i・

区

調整および文様

は
拗

色 調 備   考

SEl メ

メ

ケ

ケ

外

内
外 :にぶい明黄褐

内 :にぶいオリープ黄褐
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頸

東原 C地点

1号住居跡

(南よ り)

東原 C地点

2号住居跡

(遠方に 3号 ‐4号

住居跡 )

東原 C地点

2号住居跡

遺物取 り上げ前

(南東より)



東原 C地点

2号住居跡

遺物出土状況

東原 C地点

2号住居跡

遺物取 り上げ後

(南東より)

東原 C地点

3号住居跡

(東より)



東原 C地点

3号住居跡

遺物出土状況

東原 C地点

5号住居跡

(ゴヒより)

東原 C地点

5号住居跡

(南より)

筆

1壕

‐
tFIニ

鶴 11



東原 C地点

6号住居跡

遺物取 り上げ前

(Jヒ より)

東原 C地点

6号住居跡

遺物取り上げ前

(東より)

東原 C地点

6号住居跡

遺物出土状況



東原 C地点

6号住居跡

遺物出土状況

東原 C地点

6号住居跡

遺物出土状況

東原 C地点

6号住居跡

遺物取 り上げ後

(Jヒより)



東原 C地点

7号住居跡

(北より)

東原 C地点

7号住居跡

(東より)



東原 B地点

V字溝状遺構

(西よ り遠景 )

東原 B地点

V宇溝状遺構

造物取 り上げ後

(西より)

東原 B地点

V宇溝状遺構

造物取 り上げ後

(東よ り)



東原 B地点

V宇溝状遺構

造物出土状況

(西より)

東原 B地点

V宇溝状遺構

造物出土状況

東原 B地点

V字溝状遺構

造物出土状況



（
３
↓
犀
塁
π
）

撃
製
ポ
撻
訃
＞
中

ｒ

モ
増
ｏ
医
摂

３

“
樫
）

準
錮
挙
撻
僻
＞
中

Ｎ

疑
署
ｏ
民
摂

（
３
％
碧
）

撃
錮
挙
撻
訃
＞
中

Ｎ

長
響
ｏ
霞
摂



東原 C地点

大型円形落ち込み

(ゴヒより)

東原 C地点

1号土培

(ゴヒより)

東原 C地点

2号土墳

(ゴヒより)



東原 D地点

V字溝状遺構

(南東より)

東原 D地点

V宇溝状遺構

(東より)

東原 D地点

V字溝状遺構

(東より)



東原 D地点

V宇溝状遺構

(西より)

東原 D地点

V字溝状遺構

東壁断面



東原 B地点出土

遺物図版

２

　

４

¨̈̈一̈̈鰤
【躊一＝一一̈
出淋岬̈

12



東原 B地点出土

遺物図版

13  14

16 17  18

15



東原 B地点出土

遺物図版

19  20  21

22  23  24

25  26  27  28

29  30  31



東原 B地点出土

遺物図版

32

33

34  35  36

37



38

東原 B地点出土

遺物図版

40  41

43

44  45



東原 B地点出土

遺物図版

46

47  48

49  50  51

52  53  54

56



58

東原 B地点出土

遺物図版

57

59  60

61  62  63

64  65  66  67



東原C地点

2号住居跡出土

遺物図版

３

　

６

２

　

５

１

　

４

10 11 12

13  14  15

16  17  18

19  20

21  22



25

東原 C地点

2号住居跡出土

遺物図版

23  24

26

27  28



東原 C地点

2号住居跡出土

遺物図版

29

31

32  33  34



東原 C地点

2号住居跡出土

遺物図版

35  36

39  40  41



東原 C地点

3号住居跡出土

遺物図版

42  43

44

東原 C地点

5号住居跡出土

遺物図版

46  47

東原 C地点

6号住居跡出土

遺物図版

４

　

５

４

　

５

45



東原 C地点

6号住居跡出土

遺物図版

52

53  54

55  56

57  58  59



63

60  61

東原 C地点

6号住居跡出土

遺物図版

62

64  65

66  67

68  69

70



東原 C地点

6号住居跡出土

遺物図版

71  72  73

76

77  78



東原 C地点

6号住居跡出土

遺物図版

79

86  87

東原C地点

1号 V字溝状遺構

出土遺物図版

81  82  83

85

８

　

８

8号住居跡出土

８

　

９

８

　

８



東原 C地点

2号 V字溝状遺構

出土遺物図版

92  93  94

95  96

98  99



東原 C地点

2号 V字溝状遺構

出土遺物図版

100  101

102  103

104

105 106



東原 C地点

1号土壌出土

遺物図版

107  108  109

110 111

東原 C地点

2号土墳出土

遺物図版

112 113

114 115

116 118

117

119  120



東原 C地点

2号土墳出土

遺物図版

121  122

123  124  125

126  127

128  130



東原 C地点

遺構外出土

遺物図版

131  132

133  134

135  136

138  139

140  141



東原 D地点

出土遺物図版

:   2   3

4   5   6

7   8  11

9  10

12  13  14

15 16 17



東原 D地点

出土遺物図版

18 19

20  21

22  23

24

25  26  27

28  29  30



東原 D地点

出土遺物図版

31

33

32



東原 D地点

出土遺物図版

34  35  36

37  38  39

40  41  42  43

44  45  52

46  47



東原 D地点

出土遺物図版

48  49  50  51

53  54

55  56  57

58  59

60



東原 D地点

出土遺物図版

61  62  63

64  65

66



東原 D地点

出土遺物図版

70  71  72

73  74

75  76

77  78  79

80  81



東原 D地点

出土遺物図版

82  83

85  86

84

87  88



東原 D地点

出土遺物図版

89

90



ヤ|｀
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